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保　証　書

お願い　本保証書はアフターサービスの際必要となります。
お手数でも※印箇所にご記入の上本器の最終卸使用

者のお手許に保管してください。

保　証　規　定

1保証期間中に正常な使用状態で、万一故障等が生じました場合は

保証規定に基づき無住で尊理いたします。
2　本保証書は、日本国内でのみ有効です。

3　鑑査書の再発行はいたしません。

4　下記事項に該当する場合は、無償＃理の対iから瞼外いたします。

8　　不適当な取扱い任用による故障

b　　設計仕様条件等をこえた取扱い、使用または保管による故障

C　　当社もしくは当社が委嘱した者以外の改造または＃理に起因

する故障
d　　その他当社の責任とみなされない故障

販売店名 
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取扱説明書 

二のたびは、電流モニターMCM－500をお買い上げいただきあり

がとうございます。

ご使用前にこの≪取扱説明書≫　をよくお読みのうえ正しくお使

いください。その後大切に保管し、わからないときもう一度お

読みください。

マルチ計測器株式会社
〒用l　東京都千代田区神田松永町は

三友ビル3F

電　話　0　3（32　51）7　013

1．安全にご使用いただくために

・木器を使用するまえに、取扱説明書をよくお読みになり内容を充

分に理解されてから使用して下さい。

・本器を安全にご使用いただくため、取扱説明書のなかに記載され

ている注意、警告の内容は必ず厳守してください。

警告　取扱いを誤った場合に、取扱者の生命や身体に危険がおよ

ぷ恐れがあります。その危険を避けるための注意事項を記

載しています。

注意　取扱いを誤った場合に、取扱者が傷害を負う恐れのある場

合や機器を損傷する恐れがある場合の注意事項を記載して

います。

●本器および取扱説明書には、安全にご使用していただくために次

に示すシンボルマークを使用しています。

△霊芝㌫這芸≡芸≡‡三宝孟三宝：芸芸三言警誓誓さるため、

△警告
感電の恐れがあります。
・木器は低圧用です。AC600V以下の電路で使用してください。

使用のまえに、使用回路電圧の確認を行ってください。
・測定は被覆線のみとし、裸線にはクランプしないでください。

感電や感電事故の恐れがあります。
・雨や湿気にさらされた状態、水滴が付着した状態または濡れ

た手での使用は避けてください。
●本体ケースやクランプCTケースに損傷のある場合の使用は避

けてください。

●バックケースが外れている場合の使用は避けてください。

故障の原因となります。
・クランプCTの先端部に衝撃を加えないで下さい。

・木器を分解しないでください。
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2．概　要

●木器は従来の高精度クランプ式漏電計の機能に加え、電路の絶縁

監視あるいは負荷管理を的確に行なう機能としてモニターモード

という機能を有しています。

●アナログ回路部に短時間ピークホールドを付加することにより、

ELB等の動作電流測定が可能になりました。
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3．はじめに

り各部の名称と機能

［

⑯ACアダプタ入力
ジャック（サイり

⑯t池収納部
（バック）

（Dタラ／プ式ZCT

②開閉レ八一

③レ／ン′つまみ

④時剖・測定用スインチ

（9設定ボタン

⑥アノブボタン

⑦ダウ／ボタン

⑧ソフトポタ／

⑨データホールド入力ポク／

⑨・データホールト　入力ボタン

⑲スタート　ストリブボタン

⑪印字閑姑ボタン
⑩ブリンク撞粍用コネクタ

壇）ダウンボタン

⑩表示器（LCD）

（力′〈一付）

漏れt淀・t蕊検出用センサでクランプ式になってい　す

内へ押すと、クランプ罫が開きます。

測定レンジ切替用つまみですb OFFの位正にしますとt頚オフとなりモニターデータは

消失します．

時計モード、測定モードにする等、本スイッチを押します。

時刻・倍率　レベル設定を行なう時、本ボタンを押しjす。

時刻・信奉　レヘル設定時・本ボタンを押すことで設定数字を増やすことができます。

時刻・倍率・レベル設定時・本ボタンを押す二とて設定数字を減らすことができます。

倍率・レヘル設定を行なう時及びモニターモーrにおいてデータを表示器で見たい時、

本ボタンを使用します。

測定モード鱒は、本ボタンを単独で押すことで、潤定数値を保持しけ。もう一度押す

と解険しよす。

設定ボタンを押して、時刻・倍率　レベル設定を行なう場合、設定数字を併し日に入力す

る時、本ポタ／古押します。

⑯スタート　ストップボタンモニターを開始、終了したい鱒、又モニター結果を表示芸で確証し、判定モードに戻し

たい時、本ボタンを押します。

⑩印字剛畠ボタン　　　モニター結果を専用のプリンターこ印字したし、時・本ボタンを押します。緩厩が異常の時

は、表示器にErrを表示しよす。

⑫呼出しポター・　　　モニター結果を表示器で見たい時・本ボタンを押します．最初にカウント教を表示し、

データlのスタート時間を表示しよす。

⑲表示掛LCD）　　　萄定値の数字表示・嘲・モニタ一緒果、t焉状悪を表示します。

⑩プリンタ躍技用コネクタ　印字データの出力部です。専用プリンタと接続LH。

⑯ACアダプタ入力ジャック　ーACアダプタ（オプション）の入力部です。

⑯t池収れ缶　一一　　　　′くノクケースを取ると、t池収納で　日。

⑲ハンドストラップ　　　測定の席・手首へかけ木器の言下を防止し】す。
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2）準　備

（カ周波数の設定

木器には安定した測定を行なうために、周波数切替スイッチが

あY）ます。50Hz、60Hzのいずれかに合わせます。尚、出荷時は、

50Hzの位置になっています。

レ設定の方法

a）バックケースのネジをはずし、バックケースをはずします。

b）周波数設定スイッチを設定します。

周波数設定スイッチ
・ボールペンの先等でスイッチを動かしまも

電池収納部

′くックケース画定用ツメ

②電池の収納方法

電池収納部に付属のアルカリ電池（6LR6日を収納します。

♭収納方法

a）バックケースのネジをはずし、バックケースをはずします。

b）電池収納部のシールに合わせ、電池を収納します。（先に端

子の反対側を入れ次に端子側を入れると入れやすいです。）

C）パックケースを元通りにかぶせ、ネジを締めます。（パック

ケース固定用ツメと、バックケースを合わせてから、静か

にケースを元通りにLます。）

△警告
感電や感電事故の恐れがあります。
・電線をクランプした状態で電池の交換をしないで下さい。

・バックケースが外されたままの使用は危険ですから絶対にL

ないで下さい。

4．使用方法

安全にご使用いただくために、記載されている注意、警告の内容は

必ず厳守してください。

△警告
感電の恐れがあります。

・本器は低圧用ですoAC600V以下の電路で使用してください。

使用のまえに、使用回路電圧の確認を行ってください。

・測定は被覆線のみとし、裸線にはクランプしないでください。

感電や感電事故の恐れがあります。

・雨や湿気にさらされた状態、水滴が付着した状態または濡れ

た手での使用は避けてください。

・本体ケースやクランプCTケースに損傷のある場合の使用は避

けてください。

●バックケースが外れている場合の使用は避けてください。

感電や火傷事故、発火事故の恐れがあります。

●CTに過大電流を印加すると発熟します。

最大許容電流（500A）以上の電流をクランプCTに印加しない

でください。

故障の原因となります。

●クランプCTの先端部に衝撃を加えないで下さい。

4－1．クランプ式漏電計と しての使いかた

1）線電流の測定

①　レンジつまみをOFFの位置から500Aの位置にします。（時計モ

ードになります。）

－　5　－



②ぞ讐スイッチを押します。（表示器が全点灯してから測定状態

になります。）

③　レンジつまみで測定レンジを選択します。（推定測定電流より

大きめのレンジを設定して下さい。）

④クランプ部を開き測定したい電線l本を

はさみ込み、クランプを完全にとします。

⑤　指示値を読みとります。（オーバレンジの時はOLと表示しま

す。）

※読み取りにくい場所では、データホールドを活用して下さい。

（∈ヨボタンを押します。）

表示器に「DATA」の表示があるときは、∈ヨボタンを押し

て、データホールドを解除します。

2）もれ電流の測定

l　接地緑でのもれ電流の測定

操作は、緑電流の測定と同様に行ないます

2　接地線以外の電路でのもれ電流の測定

操作は、線電流の測定と同様ですが単相のもれ電流は2本一

緒に、三相の場合は3本一緒にはさみ込んで下さい

注記

●本測定モードでは、オートパワーオフ機能が働き、最終ボタン

操作あるいは、レンジ操作から約7分後に時計モードになります。

●倍率の設定がしてある場合は、よく確認してから測定して下さい

●本測定モードでの時計設定は、必要ありません。
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注記

●モニターモードを行なう際は、時刻を正確に合わせて下

さい。

●モニターモードをスタートする場合は、必ず電線にクラ

ンプしたあとで行なって下さい。又、モニターモードを

ストップしてから、クランプをはずして下さい。

●モニターモードでは、オートパワーオフは禁止していま

す。長時間モニターしたい場合は、電池を新品にするか、

専用のA Cアダプタを御使用下さい。

新品の電池（アルカリ電池）で約130時間使用できます。

A Cアダプタを使用する場合でも、データの保護に必ず

電池を入れて下さい。

●モニターモードを行なっている際に、電流レンジを切替

えると、モニターモードを停止します。再度設定を行な

って下さい。

●レンジつまみをOFFの位置にしますとモニターデータは

消失します。十分注意しましょう。

2）モニターモードの途中で状態を確認したい時

①（竺）ボタンを押します。（電流レベルを越えた回数を2秒間表

示し、データlの開始時刻を表示します。）

②　データ内容を確認したい時は、10ページを参照して下さい。

③　再びモニターモードに戻したい時は、∈ヨボタンを押します。

薫　表示器に「A」が点滅している時は、現在電流レベルを越

えていることを現わしています。

4－2．電流モニターと しての使いかた

モニターモードとは、あらかじめ設定された電涜レベルを越えた場

合、及び復旧した場合の時刻、この間の平均電流、最大電流をデー

1）モニターモードを行なうには、

①　レンジつまみをOFFの位置から500Aの位置にします。（時計モ

ードになります。）

②　時計の設定をLます。設定方法はIlページを参照します。）

③≡讐スイッチ押します。（表示器が全点灯してから測定状態に

なります。）

④　モニターしたい電線の電流状態を把撞します。（測定方法は、

5ぺ‾ジのクランプ式漏電計としての催いかたを参照します。）

⑤　電流レンジを決定します。

⑥　倍率を設定します0（一3ページの倍率設定方法を参照します。）

⑦　電流レベルを設定します0（■2ページの電流レベル設定方法を

参照します。）

⑧　本器を測定状態に戻し、モニターしたい電線にクランプしま

⑨∈ヨボタンを押します。（表示器に－が点滅し、モニターモ＿

ドがスタートします。）

⑲　モニターモードを終了する時は、∈ヨボタンを押します。

⑪　電緑から木器をはずします。
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3）モニター結果を印字したい時（時計の状態から）

墜1＿■．
①　本器の⊂⊃スイッチを押し、測定状態にします。

②　電流レベルと倍率をモニターした時の数値に合わせます。

③　プリンタの電源スイッチをONにします。（プリンタ用紙は必

ずセットしておいて下さい。）

④　上図の様に本器とプリンタを接続します。

⑤　本器の⊂⊃ボタンを押します。

⑥　プリンタにデータが印字されます。

注記

●接続が異常の場合⊂⊃ボタンを押してしばらくしてから

（約10秒）、木器の表示器にErrを表示します。

●プリンタが充電不足の場合、印字できません。充電を行

なってから、再度印字して下さい。

●電流レベルと倍率がモニターした時の数値と合っていな

い場合、VEVELとRAT10の俺が違ってきます。

△注意
損傷の恐れがあります。

・本器のプリンタ出力部に電圧を印加Lたり、違った機器を接

続した場合、木器を損傷する恐れがあります。

－　9　一一h



印字フォーマットの説明

モニター開始月／日．′′時／分

モニター終了月／日／時／分

電流レベル設定値

倍率設定値

電流レベルを越えた回数

データlのスタート月／日′′時ノ′分

データlのストップ月／日′′時′／分

データlの平均電′充

データ】の最大電ノ充

データ13のスタート月／日／時／分

データ13のストノブ月／日／ノ時／分

データ13の平均電流

データ13の最大電流

※　COUNTの最大数は255です。そ

れ以上は変化しません。

※　印字データの最大は13です。

それ以上のCOUNTがあった場

合、古いデータから消して行

きます。

†

最新データ
†

最古データ

4）モニター結果を表示器で見たい時（時計の状態から）

①　木器の⊂⊃スイッチを押し、測定状態にLます。

②（竺〕ボタンを押します。（電流レベルを越えた回数を2秒間表

示し、データ嘉のスタート月／日／時／分を表示します。）

③（塁）ボタンを押します。（データIのストップ月／日／時／分を

表示します。）

④（塁〕ボタンを押します。（データlの平均電流を表示します。）
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⑦　ゐボタン、ゐボタンで、時を設定します。（00～23です）

⑧　∈ヨボタンを押します。（時が設定され分の設定になります）

⑨（：bボタン、〔笠）ボタンで分を設定します。

時軌二合わせ、∈ヨボタンを押します。（：が点滅し、時計が

スタートします）

注記

●木器の時計は、万年時計ではありません。従がって2月は常

に29日になります。閏年以外は設定を仕直して下さい。

●レンジつまみをOFFにしますとパワーオフとなり、時計もリ

セットされます。再度設定して下さい。

6）電流レベル設定方法

①　本器の⊂⊃スイッチを押し、測定状態にLます。

②　モニターしたい電流レンジをレンジつまみで選択します。

③　凸ボタンを押します。（倍率設定となり「000IX父T」と表示

します。）

注）あらかじめ倍率が設定されている場合はこの限りではあり

ません。

④　還〕ボタン、ゐボタン、（塁）ボタンで倍率を合わせます。

（倍率の設定方法は13ページを参照します。）倍率設定が必要

ない時は、そのまま⑤の操作を行ないます。

⑤　∈ヨボタンを押します。（電流レベル設定となり「00．00mAJ

と表示します。）

注）この例は、レンジ50mAで、何も設定されていない状態の時

です。あらかじめレベルが設定されている場合とか、他レン

ジの場合は、この限りではありません。

⑥（塁〕ボタン、（：bボタン、（塁〕ボタンでレベルを設定します。
・（二亘⊃ボタン押して行くと、次の様に数値が変わります。

0000◆℃二：ニ二三ニ：：：ニ：：：ご：：：二；：ニ：；：コ

・（：bボタンを＝回押すごとに、0010ずつ数値が増加します。
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⑤（塁）ボタンを押します。（データ1の最大電流を表示します。）

⑥（塁〕ボタンを押します。（データ】のスタート月／日／時ノ分を

表示します。）

⑦　ゐボタンを押します。（テ一夕2のスタート月／日／時／分を

表示します。）

⑧（3～⑥の操作を行ないデータZの内容を表示器で確認します。

・この操作をくり返し行ないデータ13までのデータを確認します。

データ13からデータ12にするには、（塁）ボタンを押します。

・（芸）ボタンあるいは〔笠）ボタンを押してもデータ数が変化し

ない時はデータがそれ以上ないことを現わしています。

⑨　∈ヨボタンを押します。（測定状態に戻ります。）

⑲　∈讐スイッチを押します。（時計モードになります）

注記

●内部に記憶されているモニターデータは、次のモニタースタート

を行なうことで消失しますので、十分気をつけてデータを扱って

下さい。

●時計状態では、電池電圧低下表示は点灯しません。測定したモニ

ターデータはなるべく早く確認しましょう。

5）時計の設定方法

（D　本器のレンジつまみをOFFの位置から500Aの位置にします。

（時計モードになります。）

②（竺）ボタンを押します。（月の設定になります。）

③　⊂芸⊃ボタン、（笠）ボタンで月を設定します。ボタンを＝司

押すことに数字が増減します。

④　∈ヨボタンを押します。（月が設定され日の設定になります）

⑤　⊂芸⊃ボタン、（笠〕ボタンで日を設定します。

⑥　∈ヨボタンを押します。（日が設定され時の設定になります）
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・（笠〕ボタンを1回押すごとに、0010ずつ数値が減少します。

注記

●少数点と単位は、測定レンジ及び倍率により変化します。

⑦　∈ヨボタンを押します。（電流レベルが設定され、測定状態に

戻ります。）

（例）電涜レンジ50mA、倍率ODOl、電流レベル13．50mAに設定

する場合

・還ボタンで、15．00mAにします。（12回押す。）

・（塁〕ボタンで、13．50mAにします。（15回押す。）

5．いろいろな使いかた

1）倍率機能

この機能は、計器用変流器（CT）の2次側の電流をクランプし、l

次側の電淀として測定したい時に使います。又、当社の電流アダ

プタを使用しても同様です。

♭倍率設定方法

①　レンジつまみをOFFの位置から500Aの位置にします。（時

計モードになります）

②　∈讐スイッチを押します。（測定状態になります。）

（卦　レンジつまみで測定レンジを選択します。

④（：≡⊃ボタンを押します。（00mXSFを表示します。）

⑤（塁）ボタン、d：）ボタン、〔笠）ボタンで設定します。
・（塁）ボタンを押して行くと次の様に数値が変化します。

0℃＝：ごニ：7：［：7：：二7：［：7ここ：：ここ：：ニ：：ニ：：；コ

・⊂量⊃ボタンを押すごとに＋lずつ数値が増加します。

・（塁）ボタンを押すごとに－げっ数値が減少します。

⑥　∈讐）ボタンを押します。（電流レベル設定状態になります）

一】3　－

芋



⑦（塁〕ボタン、⊂あボタン、⊂ちボタンで電流レベルを設定しま

す。（設定方法は12ページを参照して下さい）

⑧　∈ヨボタンを押します。（測定状態に戻ります。）

（例）計器用変流器の変流比が500：5とします。

①　電流レンジを5Aレンジにします。

②　倍率を0柑0になる様に設定します。（100倍）

③　測定状態に戻します。（表示器で「000．OAX」を表示します。）

④　二の状態で仮に4Aの電流を測定すると、表示は400．OAと表示します。

注記

●倍率設定を行なうと表示器の少数点が下記の様に動き、表示範囲が

拡大します。但し、ある倍率によってはErrを生じることがあり

ますので十分注意して下さい。

（例）電流レンジ50Aの時　倍率000l～0009　99．99Aまで表示

0010－0099　999．9Aまで表示

0100－0999　9999Aまで表示

たとえば、倍率を0009とします。この時は99．99Aまで表示し、そ

れ以上はErrを表示します。従って測定できる電流は99．99÷9＝

日．tlAとなります。他のレンジも同様です。但し、500Aレンジに限

り0099倍までしかできません。それ以上は表示器にErrを表示しま

す。

●一度設定された倍率は、再度設定しない限り消失しません。

●倍率によっては、電流設定レベルの少数点あるいは、単位が変

わります。

2）データホールド機能の充実

本器では、電流変化の激しい電路での最大電流あるいは、平均電

流をモニターモードを使って知ることができます。

♭測定方法

①　モニターモードでの電流レベルを最少に設定します。（例えば

500mAレンジであれば000．lmAにします。）

②　モニターモードを行ない、データを確認します。
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測　定　確　度：23℃±5℃　80％RH以下において

レンジ �最小分解能 �確　　　度 

50mA �0．OlmA �±l％rdg±8dgt 

500mA �0．lmA 

5A �0．00lA 

50A �0．OIA 

500A �0．1A �±l％rdg±2％FS 

交流変換方式：平均値整流形（実効値校正）

（短時間ピークホールド形）

サンプルレート：20回／秒

A／D変換方式ニ　2重積分方式

表　　　　示：最大表示5000カウント、単位表示付（液晶表示）

オーバー表示：OLを表示

電池電圧低下表示：Eヨマーク点灯（但し時計モードでは点灯せず）

データホールド：「DATA」マークが点灯し表示をホールドする。

オートパワー：測定モード時のみ、最終ボタン操作あるいはレ
オ　フ　機　能

ンジ操作から、約7分後、時計モードになる。

倍　率　機　能：測定電流×n倍の操作機能

3）時計仕様

時　計　方　式：クオーツ式

時　計　精　度：月誤差±60秒（但し、23℃±5℃）

4）インターフェース仕様：簡易セントロニクスに準拠

5）モニターモード仕様

最大カウント数：255

最大データ数：13データ（スタート、ストップ時刻、平均電流、

最大電流をlデータとする）

平均電流の最少確定時間：500mS
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3）ACアダプタを使用しての長時間モニタ一

・本器では、長時間モニターを行なうために、ACアダプタの使用

ができます。操作方法は同じですが、アダプタを接続すると表

示器に「ADP」が点灯し、アダプタが接続されていることをお知ら

せします。

・ACアダプタを接続する場合でも、内部データを保護する上で、電

池は必ず入れて下さい。

△注意
損傷の恐れがあります。

・指定以外のACアダプタは使用しないで下さい。木器を損傷す

る恐れがあります。

6．仕　　様

1）電流検出部仕様

C T　窓　径：40mm

外部磁界の影響：3mA以下（近接電線100Aにて）

耐　　電　　圧：ACZOOOVl分間

2）計測部仕様

測　定　機　能：交流漏れ電洗、負荷電流

測　定　方　式：CTクランプ方式

測　定　範　囲：ACO～50mA／500mA／5A／50A／500A（50／60Hz）

レ　ン　ジ切換：5レンジマニュアル

ー15　－

6）一般仕様

電　　　　　源：2電源方式

使用回路電圧：AC600〉以下

使用温湿度範囲：0～40℃、80％RH以下（但し結露なきこと）

保存温湿度範囲：10－60℃、70％RH以下（但し結露なきこと）

電　池　寿　命：モニターモードにて連続で約130時間（アルカリ

電池にて）

寸法・重量：69×207×33mm、約4509

付　　属　　品：キャリングケース・・・l　　取扱説明書…l

乾電池（アルカリ電池、積層形6LR6り‥・l

オプション・ACアダプタ：MCMA－9（l次入力電圧ACl00V）

・プリ　ン　タ：DPU－201G（プリンタコード付）

7．アフターサービス

万一故障した場合は、お手数でもお買い上げいただいた販売店へ直

接も持ち込み下さい。なお、都合の悪い場合は、弊社まで郵送願い

ます。郵送する場合は、木器を柔らかい紙、または布で包んで外箱

（ダンボール等）に収納し、住所、氏名、電話番号を明記した保証書

といっしょに簡易書留で郵送して下さい。

8．保証について

木器は厳密な社内検査を経て出荷しておりますが、万一製造上の不

備による故障の節はお買い上げいただいた販売店または当社へお申

しつけ下さい。

なお、本製品の保証期間はご購入日よりlか年です。この間に発生

した故障で、原因が明らかに当社の責任と判断された場合には無償

修理いたします。

－　ロ　ー


